
農
業
の
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
を

引
き
出
す
政
策
へ

政
府
で
は
、
農
業
政
策
の
展
開
に
あ
た
り
、
中
長

期
的
な
方
針
で
あ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
本

基
本
計
画
は
、
情
勢
変
化
等
を
踏
ま
え
て
お
お
む
ね

５
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
の
新
た
な
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
、

昨
年
９
月
か
ら
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
等

で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

わ
が
国
農
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
担
う
基

幹
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
な
か
、
就
業
人
口
の
減

少
、
全
農
地
の
担
い
手
へ
の
集
積
率
の
低
迷
等
、
生

産
基
盤
の
弱
体
化
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
お
り
、

そ
の
抜
本
的
な
構
造
改
革
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

折
し
も
、「Society

5.0

」
の
社
会
実
装
に
向
け
て

官
民
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
農

業
に
お
い
て
も
先
端
技
術
の
活
用
を
前
提
と
し
て
政

策
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
や
バ
イ
オ
技
術
と
の
親
和
性
が
高
い
先
端
・
成

長
産
業
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引

き
出
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
図
れ
ば
、
持

続
可
能
性
は
高
ま
り
、
競
争
力
強
化
と
と
も
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
達
成
に
も
貢

献
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

経
団
連
で
は
提
言
「
農
業
先
端
・
成
長
産
業
化

の
未
来
―
―Society

5.0

の
実
現
に
向
け
た
施
策
」

（
２
０
１
８
年
９
月
）を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
、
か
ね

てSociety
5.0

時
代
に
お
け
る
農
業
の
将
来
像
を
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
要
と
な
る
施

策
の
実
行
を
政
府
は
じ
め
関
係
機
関
に
強
く
訴
え
て

き
た
。「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
見
直

し
に
際
し
、今
般
、提
言
「
新
た
な
『
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
』
に
対
す
る
意
見
」
を
取
り
ま
と
め
、

農
業
の
成
長
産
業
化
に
資
す
る
施
策
に
つ
い
て
経
済

界
の
意
見
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
。

提

言
新
た
な「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」に
対
す
る
意
見

審議員会副議長
農業活性化委員長
住友化学会長
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業
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て

審議員会副議長／農業活
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基
本
的
な
方
針
の
あ
り
方

〜S
o
c
ie
ty
5
.0

時
代
の
農
業
構
造
確
立

と
一
元
的
な
政
策
展
開

ま
ず
、
基
本
計
画
全
体
を
貫
く
理
念
で
あ
る
「
食

料
、
農
業
及
び
農
村
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
方
針
」
に
お
い
て
は
、「Society

5.0

時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
構
造
の
確
立
」
と
「
政
府
に
よ

る
一
元
的
な
政
策
展
開
」
を
重
要
な
柱
に
据
え
る
べ

き
と
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
革
新
が
急
速
に
進
展
す
る
な
か
、

政
策
が
追
い
付
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
技
術
革

新
の
成
果
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
最
先
端
技
術
の
社
会
実
装

と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
規
制
緩
和
・
制

度
設
計
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
・
価
値
観
の
多
様
化
・
高

度
化
を
背
景
に
、
農
業
と
異
分
野
と
の
連
携
・
融
合

に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
農
業

の
生
産
現
場
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
政
策
で
は
限
界

が
あ
る
。
加
工
・
物
流
・
輸
出
・
販
売
に
至
る
フ
ー

ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
見
通
し
、
農
林
水
産

省
に
限
ら
ず
、
関
係
省
庁
の
垣
根
を
超
え
て
政
策
を

展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

生
産
基
盤
の
強
化
が
第
一

次
に
「
食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関
し
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
」
に
お
い
て
は
、「
生

産
基
盤
の
強
化
」「
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
促
進
」
の
３

点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。

生
産
か
ら
販
売
・
輸
出
に
至
る
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
活
性
化
は
、
も
と

よ
り
「
生
産
基
盤
の
強
化
」
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
最
優
先
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
効
率
的
な
経
営
を
実
践
し
、
企
業
や

若
者
を
含
む
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
定
着

を
図
る
た
め
に
も
、
企
業
に
よ
る
農
地
所
有

の
全
面
的
な
容
認
、
農
地
所
有
適
格
法
人
へ

の
出
資
規
制
の
緩
和
等
、
高
い
技
術
、
資
金

力
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
経
営
体
が
活

躍
し
得
る
制
度
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
先
端
技
術
導
入
の
効
果
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
従
来
の
農
業
経
営
モ
デ

ル
を
見
直
す
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
農
地
集
積
・
集
約
の
加
速
化
を
通
じ

た
経
営
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
を
訴
え
て
い
る
。
特
に
、
そ
の
鍵
と
な
る
研
究

開
発
体
制
、
社
会
実
装
に
関
し
て
「
農
業
デ
ー
タ
連

携
基
盤（
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）」
の
充
実
等
デ
ー
タ
の
有
効

活
用
、
各
種
規
制
緩
和
、
ル
ー
ル
整
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
基
盤
強
化
と
と
も
に
、
農
業
・
食
品
産
業
全

体
の
さ
ら
な
る
競
争
力
向
上
を
図
る
た
め
、「
フ
ー

ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
の
促
進
」
の
重
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で

も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
開
催
等
の
好
機
が
訪
れ
る
な
か
、
世
界
の
食

市
場
を
取
り
込
め
る
よ
う
、
輸
出
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
今
年

４
月
に
も
農
林
水
産
省
に
設
置
さ
れ
る
司
令
塔
「
農

林
水
産
物
・
食
品
輸
出
本
部
」
の
も
と
、
強
力
な
対

外
交
渉
の
継
続
に
よ
り
動
植
物
検
疫
・
放
射
能
規
制

等
の
緩
和
・
撤
廃
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
、
わ
が
国

農
産
物
・
食
品
の
認
知
度
向
上
、
販
路
拡
大
に
向
け

た
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

わ
が
国
農
業
の
構
造
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
り
、
次
期
計
画
期
間
は
、
今
後
の
農
業
の
将
来

像
を
決
定
す
る
た
め
の
正
念
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

経
団
連
は
、
提
言
事
項
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
関
係
方
面
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
経
済
界

が
持
つ
革
新
的
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
を
は

じ
め
、
農
業
界
と
の
連
携
を
強
化
し
、
わ
が
国
農
業

の
成
長
産
業
化
・
競
争
力
強
化
に
尽
力
し
て
い
く
。

※本提言については、https://www.keidanren.or.jp/policy/2020/015.html参照

Society 5.0時代にふさわしい農業構造の確立

政府による一元的な政策展開

生産基盤の強化

フードバリューチェーンの構築

グローバル展開の促進

◆担い手の確保
◆農地集積・集約の加速化
◆先端技術の研究・開発の推進と社会実装

◆物流・流通システムの効率化・高度化
◆経済界と農業界の連携促進

◆輸出環境の整備
◆販路拡大に向けた施策

基本的な方針

計画的に講ずべき施策
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